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 Q2の売上⾼は、1,940 億円で、実質で12.4％の増収
内訳は、既存事業で約+36億円、ドミノの新規連結により＋168億円、為
替影響により+94億円

 営業利益は、P&S事業で製品保証引当⾦を約28億円追加計上した影響
や、中国の景気減速により減収となったM&S事業の影響により、
38億円の減益
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 Q2の売上増減は、主に産業機器の減収により、△24億円のマイナス

 Q2の為替影響は、前年同四半期に⽐べ、四半期内でドル円が円⾼に変化
したことが、連結決算における在庫未実現利益の消去額にポジティブな影響
を与え、＋18億円のプラスとなる

 販管費は、主にP&S事業で増加
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 売上⾼は、前回予想から300億円の下⽅修正。
内訳は、P&Sで▲165億円、M&Sで▲97億円など

 営業利益は、前回予想から80億円の下⽅修正
内訳は、P&Sで▲57億円、M&Sで▲16億円など
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 通信・プリンティング機器、先進国のマーケット⾃体には⼤きな変化はないもの
の、中国・中南⽶等の新興国地域での需要低迷を受け、⾒通しを引き下げ

 今期投⼊した新興国向けのインクジェット複合機の⼤容量インクタンクモデル
は、ユーザーから⾼い評価を得ており、当初の想定を上回るペースでの販売
状況となっている
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 中価格帯の新製品の投⼊により、北⽶・⻄欧を中⼼に売上が拡⼤。
欧州はロシアの影響でマイナスとなったが、⻄欧は好調が続いている
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 ⼯業⽤ミシンは、本縫い機新モデルの投⼊により、中国の売上が回復。
欧⽶においてはガーメントプリンターが堅調に推移

 産業機器は、下期にIT関連顧客向けの販売を⾒込むものの、⾜元の中国需
要の低迷を織り込み、通期⾒通しを引き下げ
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 売上⾼は、通信カラオケ機器の新モデルを投⼊したことや、㈱テイチクエンタテイ
メント及び㈱テイチクミュージックを連結したことにより、増収を⾒込む

 下期にかけて新製品効果が実現し、通期で12億の利益を⾒込む
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 各地域とも堅調に推移
 ⽇本の売上は、アジアの⼀部地域における商流変更に伴う影響により、マイナ

スとなる
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